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Topic 「伝統を継ぐ」 課題への挑戦！   
 私が本校に赴任したとき、地域の伝統芸能を生徒が継承

するという本校の活動を知り、なんて素敵なことだろうという印

象を持ちました。今や全国のどの地域も抱える少子高齢化と

いう現状の中、地域の伝統や文化を継承していくことは大き

な課題です。その課題の解決に、中学校の生徒が主体的に

関わっているという姿に大きな価値を感じました。 

 コロナ禍の中、昨年度は見送られたこの活動については、

ご指導いただく地域の保存会の皆様、地域学校協働本部、

ＰＴＡ等との協議を経て、今月より活動を再開しました。 

 学校では、土曜授業を行い、総合的な学習の時間に保存

会の皆様の指導による活動を行ったり、音楽の時間に伝統

芸能に触れる機会を作ったりして教育課程の中で活動の充

実を図っています。 

 また、この活動に伴う夜間の練習の運営については、教職

員の働き方改革の視点から、教職員に変わりＰＴＡ総務役員

の皆様に協力していただいています。保護者の皆様には、

練習会場への送迎をご協力いただいています。 

 「伝統芸能の継承」は、地域の課題。この活動は、地域の

課題について生徒を中心に学校、地域、保護者、教育行政

が協働して解決を図り、新しい価値を創り出す地域学校協

働活動のモデルともいえる挑戦です。 

 この伝統芸能継承活動自体が、これからもずっと「継承」さ

れる持続可能な取組として、「ふるさとを愛する」生徒の学び

を保障する役割を果たしていくことを願っています。 

Topic ゆ・ちゅう・あい !？ 

 新型コロナウイルス感染症については、第5 

波の収束が見られる中ではありますが、まだま

だ予断を許しません。 

 こうした中、本校では、先月より生徒会による

主体的な感染防止の取組を進めています。

「ゆ・ちゅう・あい（湯中愛）」をスローガンにして、

「対デルタ株大作戦」と題して、専門委員会でそ

れぞれの特色や役割を生かした対策を呼びか

け、全校で取り組んでいます。 

 学校で、家庭で、地域で、「ゆ」だんせず、

「ちゅう」いして、「あい」てを想う愛のある行動を

実践しましょう。 


